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研究要旨 当科に搬送された頚椎頸髄損傷患者と OPLL の関係について調査した。 

全頸髄損傷患者の約 4割が OPLL 合併症例であり、非骨傷性頸髄損傷症例では約半

数が OPLL 合併例であった。受傷機転は転倒が多く、比較的軽微な外力で頸髄損傷

を受傷する可能性が示唆された。 

 

 

 

Ａ．研究目的 

頚椎 OPLL の発生頻度は年間約 3%と言わ

れている。当科では年間約 20名の頸髄損傷

患者を受け入れており、その内どの程度が

OPLLを合併しているかを調査する目的で本

研究を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

2010年 2月〜2016年 6月に頸髄損傷のた

め当科に搬送された 86例を対象とした。調

査項目は OPLL の有無、骨傷の有無、受傷機

転、麻痺の程度とした。 

  

Ｃ．研究結果 

 全 86 例中 OPLL 合併例は 33 例(37%)で非

合併例は 53 例(63%)であった。骨傷があっ

たのは 31 例(36%)で非骨傷性は 55 例(64%)

であった。また、非骨傷性頸髄損傷 55例の

内 29 例(53%)が OPLL 合併例であり、26 例

(47%)が非合併例であった。受傷機転は転倒

31 例、転落 31 例、交通外傷 22 例、その他

2 例と比較的軽微な外傷が多かった。麻痺

の程度は重症例である改良 Frankel 分類 C 

以上で見ると 73例中 27例(37%)が OPLL 合 

 

 

 

併例であり、非骨傷性頸髄損傷では 44例中

23 例(52%)が OPLL 合併例であった。 

 

Ｄ．考察、 

 全頸髄損傷患者の約4割がOPLL合併例で

あり、非骨傷性頸髄損傷例では約半数が

OPLL 合併症例であった。受傷機転は比較的

軽微である転倒が 81例中 31 例と多く OPLL

患者が比較的軽微な外力で頸髄損傷を受傷

する可能性が示唆された。今後は狭窄程度

やOPLL形態と麻痺の関係やMRI画像につい

て評価する必要がある。 

 

 

Ｅ．結論 
 頚椎頸髄損傷患者におけるOPLLの合併頻
度は高く、比較的軽微な外力で頸髄損傷を
引き起こす可能性が示唆された。 
 
Ｆ．健康危険情報 
  総括研究報告書にまとめて記載 
 

Ｇ．研究発表 

1.論文発表 

無し 
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2.学会発表 

H２８年度脊柱靭帯骨化症班会議 

 Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

1.特許取得 

無し 

2.実用新案登録 

無し 

3.その他 

無し 


